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令和３年３月１６日付け原規規発第2103161号にて認可を受け

た三菱原子燃料株式会社の核燃料物質の加工の事業に係る保安規

定の一部を変更する。

＜保安規定変更の理由＞

１．保安規定変更の概要

平成29年11月1日付け原規規発第1711011号にて許可された核燃

料物質加工事業の変更を踏まえ、加工施設保安規定へ反映すべ

き事項について、加工施設の改造工事を要しない事項から段階

的に反映を行ってきたが、新規制基準適合のために分割申請（1

次から7次）していた設工認（1次から4次は設計及び工事の方法、

5次から7次は設計及び工事の計画）が認可され、施設、設備等

の工事が完了することから、事業許可、設工認ともに未反映で

あった事項についてすべて保安規定に規定する。
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（1）平成29年11月1日付け原規規発第1711011号にて許可され

た核燃料物質加工事業許可内容の反映。

２．保安規定変更の主な内容

◎反映すべき事項の抽出にあたっては、令和2年9月4日付

け三原燃第20-0354号（令和2年12月18日付け一部補

正）にて変更認可申請を行った際に「参考資料1」とし

て提出した「加工事業変更許可を踏まえた保安規定の変

更について」（事業許可基準規則の条項ごとに反映すべ

き事項を整理した一覧表（次ページ及び参考資料①参

照））において、未反映であった事項に対して反映を

行った。
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２．保安規定変更の主な内容 【参考資料①参照】

対応結果：

①今回の変更申請で変更

②新規制基準後の変更申請で変更

③新規制基準前に規定済み



© MITSUBISHI NUCLEAR FUEL CO., LTD.  All Rights Reserved. 6

２．保安規定変更の主な内容

（2）新規制基準適合のための，加工施設に関する設工認の認可

内容（1次から7次）の反映。

◎設工認1次から7次について、保安規定に係るソフト案件の抽

出を行った。抽出した事項について、未だ反映されていない

事項、反映の必要のない事項など、要否を確認・検討し、

「要」と確認された事項について反映を行った。（次ページ

及び参考資料②参照）

さらに、安全機能番号ごとに、設備名称の変更、最大貯蔵能

力の変更等の確認を行い、関連する図及び別表の変更を行っ

た。
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２．保安規定変更の主な内容

約400項目抽出

【参考資料②参照】
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２．保安規定変更の主な内容

安全機能番号ごとに
チェック（～923）

設備名称の変更、最大貯蔵能力
の変更等を確認
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２．保安規定変更の主な内容

（3）抽出された反映すべき事項及び反映条文等①
項目 反映事項 反映条文等

核燃料物質の臨界防止 ・台車、リフタの運用 第35条(3)号、第3図、別表第2

火災等による損傷防止

・可燃物の持込管理及び保管管理
・消火活動に必要な消防服、防護マスク、投光機等の資機材
の分散配置

・アクセスルートの確保
・火災区域について
・同一火災区域内の設備、機器の停止
・水消火前に給電停止
・オイルパン、遮熱板
・爆発防止

添付１ 1.1 内部火災
添付２ 1.3 資機材の配備

閉じ込め機能 ・フード等機器内部の負圧を9.8Pa以上で管理 第36条第2項

外部からの衝撃による
損傷の防止

・竜巻対策（核燃料物質を手作業で取り扱う作業の停止、構内
搬送作業の停止、UF6を正圧で取り扱う工程の停止等、鋼製
材や車両の移動や固縛、設備・機器の固定等、敷地に隣接す
る事業者における車両の移動、分析室でのウラン管理）

・外部火災対策（水素ガス、LPガス、灯油の輸送車両の容量
制限及び構内輸送経路の遵守）

・充填UF6シリンダの構内運搬、構内運搬車の運用
・屋外危険物の貯蔵量管理
・降下火砕物観測時の措置、資機材の整備

添付１ 2.3 竜巻

添付１ 1.2 外部火災

第58条第3項
添付１ 1.2 外部火災
添付１ 2.1 火山(降灰)及び積雪

加工施設への人の不法な
侵入等の防止

・空シリンダ置場における境界フェンスとの離隔管理 第2図（2）

溢水による損傷の防止

・溢水防護区画の設定
・漏水検知警報による工業用水等の停止
・地震による工業用水等の停止
・着脱式堰の運用
・タンク等の液位、水量監視、警報発報時の措置

添付１ 3.内部溢水
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２．保安規定変更の主な内容

（3）抽出された主な反映すべき事項及び反映条文等②

項目 反映事項 反映条文等

誤操作の防止 ・複数運転員による試薬量、ウラン装荷量等の確認 第31条第3項

安全避難通路等 ・安全避難通路及び非常口を設ける 第107 条第1項(4)豪

廃棄施設

・廃液処理設備（5）、（6）
・手洗い水等系統への核物質混入防止
・廃棄物の使用施設との供用
・廃水貯留池（1）（2）の運用

第76条第2項

第75条の2第7項、第6図

放射線管理施設
・除染用具を設ける
・ハンドフットモニタの運用（加工棟）
・NDCモニタリングポストの併用

第82条第1項、別表第20

第47条第1項(2)(3)号

第54条第4項

非常用電源設備 ・７日間継続運転が可能な燃料を確保 第82条第3項

重大事故等の拡大の
防止等

・予備の緊急時対策室（代替防災ルーム）
・資機材の整備、分散配置
・可搬消防ポンプ、ウラン回収集塵機、ウラン固着剤等の整備
・UF6漏えい時、一時退避場所、転換工場屋外での監視
・複数同時火災発生時の耐火性能裕度小の優先消火
・消火活動及び救助活動に必要なアクセスルート
・転換加工室立入制限区域と立入管理区域(*)次ページ参照

第101条、第104条、第106条～

109条、第111条～113条、第

117条、第119条

別表第20

添付１ 1.1 内部火災

添付２ 1.1、1.3、1.4

その他
・前室の新設、2種管理区域化
・大型粉末容器の使用数量

第2図(2)、(5)、(6)、(8)

別表第2
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① 設計想定事象（等）について、「核燃料物質の加工の

事業に関する規則」及び「加工施設における保安規定審

査基準」に基づき適正化した。

② 上記①に伴い「第12章 自然災害等発生時の保全活動」

を「第11章 設計想定事象に係る加工施設の保全に関す

る措置」に統合したことから、条番号の削除（第92条か

ら第97条欠番）及び以降の章番号を繰り上げた。

（次ページ参照）

また、事業許可、設工認内容の反映に伴う図の削除によ

る番号の適正化を行った。

③ その他、記載の適正化を行った。

３．その他、記載の適正化
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３．その他、記載の適正化（章構成の変更）

変更前 変更後

第１章総則 第１章総則

第２章保安品質マネジメントシステム 第２章保安品質マネジメントシステム

第３章保安管理体制 第３章保安管理体制

第４章教育・訓練 第４章教育・訓練

第５章加工施設の操作 第５章加工施設の操作

第６章放射線管理 第６章放射線管理

第７章施設管理 第７章施設管理

第８章核燃料物質の管理 第８章核燃料物質の管理

第９章放射性廃棄物及び放射性廃棄物でない
廃棄物の管理

第９章放射性廃棄物及び放射性廃棄物でない
廃棄物の管理

第10章非常時の措置 第10章非常時の措置

第11章火災防護活動 第11章 設計想定事象に係る加工施設の保全に関する措置

第12章自然災害等発生時の保全活動 削除（第95条から第97条欠番）

第13章重大事故に至るおそれがある事故・大規模
損壊発生時の保全活動

第12章重大事故に至るおそれがある事故・大規模
損壊発生時の保全活動

第14章六ふっ化ウラン漏えい事故のリスクを低減
させるための措置

第13章六ふっ化ウラン漏えい事故のリスクを低減
させるための措置

第15章記録及び報告 第14章記録及び報告

以上




